
 

仙台農業改良普及センター 

【地域の概況】 

 所轄する区域は４市５町１村で、県のほぼ中央に位置し、歴史的つながりや地理的条件、経

済的な結びつき等から仙塩（仙台市、塩竈市、多賀城市、松島町、七ヶ浜町、利府町）、黒川

（富谷市、大和町、大郷町、大衡村）の２地域に分けることができる。 

地形は南北に延び、西部の奥羽山脈、南部の阿武隈山地の間に標高100メートル前後の丘陵地

と、名取川等によりつくられた沖積の仙台平野が広がっている。仙台市の年平均気温は12.8℃、

年間降水量は1,277mm（気象庁過去の統計データ：仙台1991～2020年の平年値）で、比較的温暖

な気候である。 

人口に関して、内陸部の市町村で増加傾向が見られる一方、沿岸部では減少傾向にある。ま

た、令和４年度には松島町及び大郷町が過疎地域として公示されている。 

平成23年３月11日に発生した東日本大震災では、マグニチュード9.0の地震が発生し、管内で

最大震度６強を記録するとともに、沿岸部では大津波により生活や産業基盤など甚大な被害を

受けた。その後、水田の大区画化や大型園芸施設の整備、大規模露地園芸団地や共同利用機械

導入など生産基盤の整備が進められ、経営の大規模化や法人化などにより、生産力が向上し、

農業産出額は震災前の水準までに回復している。 

 

【管内概況図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※みやぎ園芸振興戦略プランにおける県戦略品目・地域戦略品目を中心に掲載しています。 


